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審査結果要旨
 今日筋弛緩剤は全身麻酔には欠くベカ)らざる補助剤の一つであるが・本剤使用に当っては・筋
 弛緩作用の外に循環動態への影響も無視出来ない場合がある。特にこれと併用せられる各種麻酔
 剤との組合せによっては・重篤な循環障碍を来すこともあり得る・そこで・犬を用いて,ペソト
 バルビタール・ソジウム30解/晦筋注麻酔下・並びに5%エーテル・20%サイク・ペイγ及
 び1・5%フ貢.一セソ麻酔下に・r定の条件で調節呼吸を行い・ここに日常用いられるSucciηyl-
 choIine'c五loride(S.αC),Decamet㎞丘nbromide①工0),He皿me施ylene-1,
 6-bisca巾aminoylch}linebromide(Imbretil)〕d一Tubocurari1]echloride(dTC)及び
 .G裂11乱minetriethiαiide(FIa記dH)を与え,筋弛緩効果と共に,その際の血圧・心搏数の変
 化を観察した。また筋弛緩剤,臆にdTCの循環系への影響の発現機序を究明ナるために,犬に
 ついて実験を試みた。一方臨床例についても・検討を加えた。その成績を総括すると・次の如く
 であるn"
 犬に於いて・S・(》C←α1昭ノ脇CIOa1擢望疋9・Imb皿emO.05寵蜘及びFlaxBdihO加9疋9
 の静注では・何れの麻酔下でも・血圧・心搏数共に著変をみなかった。.これに反し,dTCO.3濯郷9
 の静注では,何れの麻酔下でも・血圧の著明な下降と共に・脈圧の減少・心搏数の減少がみ
 られた。特にサイクロプ・ペイン・フ百一セン麻酔下では・この血圧の下降は高度で且つ長く持
 続する傾向がみられた。dTCによる血圧下降時の心搏出量並びに全末梢血管抵抗は共に減少し,
 また総頸動脈血流量・冠血流量も減少を示した。このdTCによる血圧下降は,ワゴスチグミン,
 アト・ピソの投与・両側迷走神経切断等によっては・ほとんど影響されなかったが・抗ヒスタミ
 ン剤によりある程度拮抗された5また自律神経節遮断剤・全脊髄遮断によって庵・ほとんど影響
 されなかった。以上のことから・dTCによる血圧下降には・ヒスタミン遊離作用が主として関与
 していることが考えられた・
 臨床例に於いても・dTCによる血圧の下降は或程度みられたが・特にフロτセソ麻酔下では著
 明であった。
 以上の研究は・各種筋弛緩剤と麻酔剤とを組み合せ・それぞれの場合に於ける循環動態の変化
 を系統的に追求して新知見を得・更にdTCの血圧下降の機序に検討を加えたもので,充分学位
 に値するものと考えられる』
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